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は じ め に

大学審議会の 「高等教育改革 の 答 申 」 に 基づ

き 、 平成 3 年 7 月 1 日 に 大学設置基準が改正、

施行 さ れ、 設置基準 の 大綱化、 制度 の 弾力化が

図 ら れ、 本学 に お い て も 自 主的 に 点検 ・ 評価 を

行い、 現状の 把握 と 、 改革の 問題点、 将来計画

の構築 を継続的 に 行 う こ と と な っ た 。 す で に 国

立大学協会 は昭和60年以来、 大学の 自 己評価の

原則、 提言 を行 っ て 来て お り 、 点検 ・ 評価 は①

高等教育の個性化、 多様化、 ②教育研究 の 高度

化、 ③組織運営の活性化の 3 原則 に 基づ き 、 国

際交流、 社会的寄与 の 要請 に 応 え つ つ 改革路線

を 明 ら か に す る こ と と な っ た 。

第 1 節 「大学改革への序章」

上記の 目 的の た め 、 本学 に お い て は平成 3 年

10月 28 日 に 第 1 回 の 「 自 己評価等検討委員会」

が発足 し 、 教育活動、 研究活動 お よ び管理運営

に 関す る 3 専門委員会が設置 さ れ た 。 同委員会

に お い て 点検 ・ 評価の事項 ・ 項 目 お よ び実施担

当組織 (全学委員会組織、 部局組織) が検討 さ

れ、 各組織か ら の報告 を ま と め 、 第10 回委員会

(平成 4 年 7 月 2 日 ) で承認後、 第 5 回評議会

( 同 年 7 月 30 日 ) に 報告書が提 出 さ れた 。 同委

員会 は 「富山 医科薬科大学点検 ・ 評価委員会」

に 改組 さ れ、 前述の 3 専門委員 会 を 統括 し 、 報

告書 に も と づ き 「大学改革への 序章 富 山 医科

薬科大学 の点検 ・ 評価 1992J が平成 5 年 5 月

に 発行 さ れ た 。

こ の 「大学改革への 序章」 に 基づ き 、 短期、

中 ・ 長期的 な 改善、 改革お よ び計画が そ の後実

施 さ れ、 ま た 検討中 で あ る が、 教育、 研究活動

に つ い て の報告書が各部局、 委員会 よ り 相次 い

で提 出 さ れた (資料) 。 こ の 間平成 5 年度 よ り

看護学科が新設 さ れ、 そ の教科内容が公表 さ れ

た 。 一方薬学部 の カ リ キ ュ ラ ム は 平成 7 年度 よ

り 改正 さ れ、 従来の教養教育科 目 を 教養 ・ 基礎

教育科 目 に 改め 、 学科 目 制 も 一部変更 さ れた 。

学 長 佐 々 木 博

す な わ ち 人文 ・ 社会科学 は 主題別 科 目 、 セ ミ

ナ ー科 目 、 総合科 目 に 3 区別 さ れ、 更 に そ れぞ

れの授業科 目 に細分科 さ れて い る 。 ま た 自 然科

学 の 一部 は専門教員 も 担当 す る こ と と な っ た 。

「研究活動一覧」 に は 開学 時 に 第 1 輯 ( 1976 ・

1977) が発行 さ れて 以来、 毎年各講座、 施設単

位で論文、 学会報告が ま と め ら れ、 本学 の研究

活動 の 進展状況が把握 さ れ、 貴重 な 資料が積み

重ね ら れて 来た 。 昨年報告 さ れた 医学部 の 「教

育 ・ 研究 の 歩 み一現状 と 展望」 に は 、 5 年以上

在籍の助手以上 の 全教官各 自 の研究活動状況が

ま と め ら れ、 今後の研究 の 展開、 高度化、 活性

化 に つ な が る も の と 期待 さ れ る 。 附属病院 に お

け る 卒後研修 (初期研修) は従来各診療科で個

別 に行わ れて 来た が、 平成 6 年度か ら 他科 ロ ー

テ ー シ ョ ン を 基盤 と し て 研修 カ リ キ ュ ラ ム が提

示 さ れ、 到達 目標、 自 己評価、 指導医評価 を 明

ら か に し 、 研修終了時に 委員会 に よ る 審査後、

認定証 を 交付す る 事 に な り 、 初期研修の充実に

寄与す る と 考 え ら れ る 。

管理運営面で は 全学委員会、 共同利用施設等

の 運営委員会の 改廃、 改組、 こ れ ら 委員会 と 評

議会、 各部局教授会 と の 関連、 位置づ け の 明確

化が指摘 さ れて い る 。 現在管理運営 に 関 す る 専

門委員 会 で は 学長選考規程 の 見 直 し が検討中

で、 そ の後 こ れ ら の課題 に つ い て 早急 に 点検予

定 で あ る 。 ま た 近年休眠状態 に あ っ た 将来計画

懇談会 は 点検評価委員会 に 吸収、 廃止 さ れ、 従

来薬学部学生が対象 で あ っ た 就職指 導 委 員 会

は 、 全学委員会組織 よ り 薬学部 に 移行 さ れた 。

入試関係 は従来の 3 委員 会 ( ，入学試験管理委

員会」、 「大学入試 セ ン タ ー 試験実施委員会」、

「入学者選抜方法研究委員会J ) は 「入学試験委

員会」 に 一本化 さ れた 。 年々 自 家 用 車 に よ る 通

勤、 通学者が増 え る と 共 に 違反駐車 も 増加 し 、

と く に 外来診療患者、 家族か ら の 不満が多数聞

か れ、 交通委員会で は取 り あ え ず外来患者用駐
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車場 を 指定、 確保 し 、 患者サ ー ビ ス に 努 め る と

と も に 、 今後規制、 駐車場増設 を 含 め て検討す

る こ と と な っ た 。

一方委員 会 の 新設 と し て は 、 次節で述べ る 教

養教育 と 専門教育の カ リ キ ュ ラ ム 改正 と そ れ に

伴 う 教員組織 の 改組 に 対応す る た め 、 教員組織

検討特別委員会が設 け ら れた 。 ま た 本年度 に 遺

伝子実験施設、 医療情報部が予算化 さ れ、 前者

に つ い て は 新 た に 委員会が設置 さ れ、 後者 は 従

来院内措置 に よ る 特殊診療施設で あ っ た が 中央

診療施設化 さ れ、 そ の ほ か附属病院で は 中央検

査部 に 所属 し て い た 内視鏡部 を 分離 し 、 院内措

置 に よ り 特殊診療施設化 さ れた 。

第 2 節 「将来展望」

平成 5 年度 に 新設 さ れた 看護学研究科 は 、 学

年進行 に 伴 い 、 平成 9 年度 に は 看護学研究科前

期課程 の 設置 に 向 け て の計画が進行中 で あ り 、

一方薬学部 で は 医療薬学が重視 さ れ、 平成12年

度 よ り 6 か 月 間 の 臨床実習 を 含 む薬学 6 年間教

育が実施 さ れ る 予定で あ る 。 ま た 前述 の 医学部

卒業後 2 年間 の初期臨床研修 は 、 厚生省 に お い

て 義務化す る 方 向 での検討が本年度 よ り 開始 さ

れ る 。 21世紀初頭 に は こ れ ら の 教育、 研修 を 終

了 し た 医師、 専門看護婦、 臨床薬剤師が医療現

場 に 参入 し 、 医療 の 質的向上が期待 さ れ、 同 時

に 本学 も よ り 高次 な 医学 ・ 薬学 ・ 看護学 の教育 ・

研究 ・ 医療機関 と し て 新た な 役割 を 担 う こ と に

な る 。

一万 国立大学 と し て は唯一の 和漢薬研究所 に

は 昭和62年以来 3 部門が増設 ( 10年時限立法)

さ れ、 ま た 附属病院 の和漢診療部 は和漢診療学

講座 と し て 予算措置 さ れ、 和漢薬 の 先端的 な研

究、 医療 の 進展 と 開発が期待 さ れ て い る 。

す な わ ち 中 ・ 長期 的 な計画 は 、 か か る 医 ・ 薬 ・

看 の 共通 の 基盤 を 確立 し つ つ 3 部 門 を 統合 し 、

ま た 西洋医学 と 伝統医学 と の 融合 ・ 共存 を 目 標

と す る 大 学 と し て 、 教育 ・ 研究 ・ 医 療 の 個 性

化、 多様化、 高度化 を 意図 す べ き で あ る 。

1 . 教育、 特 に教養教育の改革

本学で は 開学以来、 一般教育 と 専門教育 は い

わ ゆ る 「 ク サ ビ型」 に 設定 さ れ て 来た が、 一方

単科医科大学の場合 と 異 な り 、 一般教育教員 の

所属 は 両学部 に 仮分属 さ れて き た 。 前述の大学

設置基準 の 大綱化 に よ り 、 一般教育科 目 、 専門

教育科 目 等 の 授 業科 目 に 関 す る 規程 は 廃止 さ
れ、 教育課程の編成 に あ た っ て は 、 個々 の大 学

が そ れ ぞ れの 教育理念 ・ 目 的 に 基づ き 制度 の弾

力 的運 営 が 図 ら れ、 各 大 学 独 自 の カ リ キ ュ ラ

ム 、 教員組織の 改組が行わ れ て き た 。 本学 に お

い て は教員組織検討特別委員会が 中心 と な り 、

一般教育等運営委員会、 両学部教授会 に フ ィ ー

ド パ ッ ク し つ つ 、 平成 9 年度概算要求 を 目 標 に

現在検討中 で あ る 。

本節の 冒頭で指摘 し た 如 く 、 本学 の 特色 は 医

療 の 中 心 的役割 を 担 う 医学 ・ 薬学 ・ 看護学 の 教

育機 関 で あ り 、 医療現場 に お い て 医 師 、 薬剤

師、 看護婦 は そ れ ぞれの 専門技術 を 発揮 し つ つ

協調 し な が ら 患者 の 治療 cure と 看護 care に

従事す る と と も に 、 患者の人権、 自 己決定権が

尊重 さ れ な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 体外受精、

臓器移植、 遺伝子治療等新 し い 治療 法 の 開 発 に

対応 し 得 る 「 医療倫理」 は 、 職種の し 功〉 ん に か

か わ ら ず、 教育、 実践 の 場 を 通 じ て 等 し く 体得

し な け れ ば な ら な い 。 こ の 医療倫理 は 、 医学以

外の 社会学、 文化、 哲学、 宗教等 を 包含す る 学
際的 な領域 と し て 医療教育の根幹的 な 分野 と 見

な さ れつ つ あ る 。 し た が っ て 本学 の教養教育 は

こ れ ら そ れ ぞ れ の 分野の教育 と と も に 、 こ れ ら

を 包括 す る バ イ オ エ シ ッ ク ス 教育 は 、 医 ・ 薬 ・

看 の 最 も 基本的 な 共通基盤 と 考 え ら れ る 。 こ の

基本理念 を 基 に 教育科 目 の 区分、 授業科 目 を再

編成 し 、 一般教育教員 と 専門教員 が共同 し て 一
貫教育の カ リ キ ュ ラ ム を 担当 す る と と も に 、 研

究 の 交流 も 行わ れ、 人事面での 活性化が図 ら れ

る こ と を 望 む も の で あ る 。

一方学生 に よ る 授業評価 は 、 個 々 の 教員 の 資

質 の 評価 と し て で な く 、 教授方法の 改善、 シ ラ

パ ス 改正等 に 関係 す る フ ィ ー ド パ ッ ク 機構 と 見

な さ れ る べ き で あ り 、 す で に 薬学部で は 実施 さ

れ て い る が、 医学部で も 積極 的 に 採用 し 、 教育

改善 に 役立 つ 事 を 期待 し た い 。

2 . 研究活動、 組織改革等

近年基礎科学 の 振興が重視 さ れ、 文部省 の 科

学 研 究 費 も 本 年 度 は 920億 円 ( 前 年 比 12. 1 %



増) に 増額 さ れ、 一方研究補助 金 は 重点配分の

傾向 に あ る 。 す な わ ち 新 プ ロ グ ラ ム 方式 に よ る

「創成的基礎研究」 は 平成 6 年度 よ り 2 テ ー マ

が追加 さ れ て 1 2 テ ー マ に な り 、 ま た 本年度 よ り

新た な構想、 と し て セ ン タ ー ・ オ ブ ・ エ ク セ レ ン

ス ( C 0 E ) の 形 成 が 予 算 化 (91 億 8， 000 万

円) さ れた 。

基礎研究の振興の た め に は施設 ・ 設備 の充実

と と も に 、 広 い視野 に 立 っ た 秀れた人材の採用

と 登用 、 大学院 を 中 心 と す る 若手研究者の育成

と そ の た め の機構改革、 国際的 レ ベ ル の研究成

果の達成 を 目 標 に す べ き で あ る 。 近年分子生物

学、 遺伝子領域での基礎、 応用研究が急速 に 進

展 し て お り 、 本学で も 遺伝子実験施設の新設 を

契機 に 、 部局聞 を横断す る 研究 プ ロ ジ ェ ク ト の

立案、 産官学協力体制、 国際的共同研究等、 幅

広 い研究ネ ッ ト ワ ー ク の構築 に よ り 、 研究の 高

度化、 活性化 を 推進す る 必要 が あ る 。

一方学部、 研究所の講座、 部門の増設等 に つ

い て は 、 医学部で は細菌 ・ 免疫学講座の分離が

継続 し て 予算要求 さ れて お り 、 ま た 現在附属病

院中央診療施設であ る 救急部 の講座化 も 検討対

象 に な ろ う 。 薬学部 で は 前述 の 臨床薬学重視の

6 年間教育 を充実す る た め 、 医療薬学 を 主体 と

す る 大学院独立専攻の設置が現在検討 さ れて い

る 。 和漢薬研究所で は 3 部門が平成 8 年度 か ら

11年度 に か け て 、 10年の時限 に 該 当 す る の で、

平成 9 年度概算要求 と し て研究所の組織改革の

具体案 を提示す る 必要があ る が、 全国共同利用

機関 を指向 し つ つ 、 将来的 に は C O E に 参画可

能 な構想、が望 ま れ る 。

大学院 の 改革 に つ い て は 、 大学院大学、 大学

院独立専攻構想、 な どが浮上 し て き て い る が、 す

で に 述べた通 り 教育改革 に 伴い 、 独立専攻設置

の可否 も 検討の対象 に な ろ う 。 中 ・ 長期 的 に は

医 ・ 薬 ・ 看 の 総合 の 理念 に 基づ き 、 医薬総合大

学院 (仮称) 設置 を 今後積極的 に検討す べ き で

あ る 。 し か し こ の 目 標 の た め に は両研究科 と も

博士課程の定員 を 充足す る た め の対策が急務で

あ る 。 な お 、 開学以来の博士 ( 医学) 取得者 は

356名 で あ る が、 過半数の200名 が論文博士で あ

る 。 近年論文博士の廃止 な い し は制限を検討 し

第 7 章 点検評価 と 将来の展望 2巧

て い る 医学部、 医科大学 も あ り 、 課程博士 に 比

較 し て 論文博士の研究 レ ベルが低 い事が指摘 さ

れて い る 。 一方看護学研究科修士課程新設後 に

は 、 同博士課程 を 設置 し 、 医薬総合大学院 (仮

称) に 参画 さ せ る こ と も 長期的 な 課題で あ る 。

3 . 医療

す で に 序文 で述 べ た が、 本 学 の 附属病院 で

は 、 特定機能病院 と し て の認可、 院外処方の発

行 に よ る 医薬分業 の推進、 薬剤師の病棟業務へ

の参入、 看護学科の新設、 医師初期研修 の 改革

等、 よ り 高次 な 医育 ・ 医療機関 と し て の役割 を

果た し て 行か な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 疾病構

造の変化、 高齢化社会の 到来、 福祉計画の 進展

等 に対応す る た め 、 診療部門の新設、 予算要求

を推進す る 必要 が あ る 。 診療部門 と し て は小児

外科、 心臓血管外科、 神経内科、 老人科、 心療

内 科、 中 央 診療施設 と し て は 光学 医 療 ( 内 視

鏡) 診療部、 総合診療部、 血液浄化部、 病理

部、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン部、 新生児集中 治療部

( N 1 C U ) を 含 む 周 産母子セ ン タ ー が想定 さ

れ る 。 し か し 部門新設 に 当 た っ て は 院内措置 と

診療実績が重要で あ り 、 さ ら に 地域医療 の ニ ー

ズ を も 視野 に 入れつ つ 要求 の 重点化 を 図 る べ き

で あ る 。

ま た 医 師 の 研修 に 関 し て は 、 「卒後研修 の 手

ヨ I J が昨年 ま と め ら れた が、 他科 ロ ー テ ー シ ョ

ン の 原則が必ず し も 円 滑 に 実施 さ れて お ら ず、

各診療科の コ ン セ ン サ ス の構築 と 協力 が一層望

ま れ る 。 さ ら に 大学での研修が専門医養成 に 片

寄 り 、 地域医療機関か ら の 要望、 卒前教育の視

点か ら も プ ラ イ マ リ ー ・ ケ ア 教育が計画的 に 実

施 さ れ る 必要 が あ り 、 受皿 と し て の総合診療部

の新設 に つ い て マ ス タ ー ・ プ ラ ン の 作成が急が

れ る 。

医療倫理 に つ い て は す で に 若干触れた が、 本

学 の 医療従事者 の 関 心 は 薄 く 、 必ず し も 徹底 し

て い な い 点が多 い 。 全学的 な委員会で あ る 倫理

委員会 に お い て は 、 数年来体外受精、 新規高度

医療 の 申請承認、 輸血拒否患者への対応 ガ イ ド

・ ラ イ ン の 作成、 検査、 手術患者同意書 の 改正

等 を行 い 、 脳死問題 に つ い て は現在討議 中 で あ

る が、 最近注 目 さ れて い る がん の 告知、 タ ー ミ
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ナ ル ・ ケ ア 、 尊厳死、 安楽死等 に つ い て の論議

が深 ま る 事 を 期待 し た い 。 ま た 従来倫理委員会

での 討議が本学医療従事者、 学生等 に フ ィ ー ド

ノ f ッ ク さ れて こ な か っ た 点 に つ い て は 自 責の 念

に か ら れ る が、 学内 で の講漬会、 シ ン ポ ジ ウ ム

等 を 通 じ て 全学的な討議 を 深 め る べ き で あ る 。

一方将来専門看護婦の 医療現場への参入 を 念

頭 に お き つ つ 、 現看護婦 の 再教育が必要 で あ

り 、 看護部 を 中 心 に 、 ジ ュ ニ ア 、 シ ニ ア ・ グ

ル ー プの生涯教育の立案が望 ま れ る 。

4 . 国際交流

国際交流 の現状 に つ い て は す で に 序文 で述べ

た が、 一方姉妹協定機関 と の 交流 に つ い て は 、

日 中和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム 、 伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ

ム へ の講師参加が見 ら れ る も の の 、 計画的、 継

続的 な 交流が行わ れて い な い現状で あ る 。 こ の

点 は 国際交流委員会で も 指摘 さ れて い る が、 財

政的措置の欠如が障路 に な っ て い る 事 は否定出

来 な い 。 こ の 点 を 解決 し つ つ 科研費 に よ る 国際

学術研究 の促進、 学生の相互交流、 帰国留学生

の招轄 に よ る 国際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催等、 具体

的 な立案 を し つ つ 、 平成 9 年度 を 目 標 に 協定校

と の 交流 を 実施出来 る 様努力 し た い 。

おわ り に

本学 の 点検 ・ 評価の経緯、 問題点 を 要約 し 、

そ の後の改革の現状 と 、 さ ら に 短期的、 中 ・ 長

期的計画の概要 を述べて き た 。 新設医科大学 と

し て 発足後、 本年10月 に は 開学20周 年 を迎 え る

に 当 た り 、 近年の 基礎研究分野 に お け る 著 し い

進歩 と 社会的要請の変遷 に対応 し 、 医療の 3 本

柱であ る 医 ・ 薬 ・ 看の統合 と 、 東西医学 の融合

を 担 う 本学 の 特色 を 発揮 し つ つ 、 21世紀 に 向

け 、 活力 あ る 大学 と し て 今後の発展 を企図 し た
し 〉 。

資料 : 教育、 研究活動 に 関す る 報告書

1 . 教養教育 シ ラ パ ス (平成 6 年 4 月 、 平成

7 年 5 月 )

2 . 平成 6 年度及び 7 年度教科内容 ( 医学科

- 看護学科専門科 目 )

3 . 薬学部授業計画 ( シ ラ パ ス ) 、 平成 7 年

度

4 . 富 山 医科薬科大学研究活動一覧、 第16�

18輯 ( l992�1994) 

5 . 富 山 医科薬科大学共同研究活動一覧 (平

成 2 年度� 4 年度) 富 山 医科薬科大学共

同研究等委員会

6 . 富 山 医科薬科大学医学部 「教育 ・ 研究の

あ ゆ み 現状 と 展望J 1994 

7 . 平成 6 年度 卒後研修の手引 ・ 富 山 医科薬

科大学附属病院


